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（季刊年３回発行）

第
２
種
社
会
福
祉
事
業

第
２
種
社
会
福
祉
事
業

無
料
低
額
宿
泊
所
オ
ー
プ
ン

無
料
低
額
宿
泊
所
オ
ー
プ
ン

【
経
緯
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
】

【
経
緯
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

楽
晴
会
で
は
こ
れ
ま
で
車
上
暮
ら
し
の
方
、

　

楽
晴
会
で
は
こ
れ
ま
で
車
上
暮
ら
し
の
方
、

ア
パ
ー
ト
を
退
去
さ
せ
ら
れ
た
方
、
コ
ロ
ナ
で

ア
パ
ー
ト
を
退
去
さ
せ
ら
れ
た
方
、
コ
ロ
ナ
で

失
業
し
社
員
寮
を
出
ざ
る
を
え
な
い
方
、
家

失
業
し
社
員
寮
を
出
ざ
る
を
え
な
い
方
、
家

族
関
係
の
悪
化
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の
た
め
、
逃
げ
る

族
関
係
の
悪
化
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の
た
め
、
逃
げ
る

よ
う
に
家
を
出
て
き
た
方
等
々
、﹁
青
森
し
あ

よ
う
に
家
を
出
て
き
た
方
等
々
、﹁
青
森
し
あ

わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂や﹁
保
証
人
確
保
支
援
﹂

わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂や﹁
保
証
人
確
保
支
援
﹂

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
様
々
な
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
一
番
困
っ
た
の
は
﹁
住

　

そ
の
中
で
一
番
困
っ
た
の
は
﹁
住

居
の
確
保
﹂
で
し
ょ
う
か
。
今
夜
住

居
の
確
保
﹂
で
し
ょ
う
か
。
今
夜
住

む
と
こ
ろ
が
な
い
。
寝
る
と
こ
ろ
が

む
と
こ
ろ
が
な
い
。
寝
る
と
こ
ろ
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

三
沢
老
人
ホ
ー
ム
や
晴
ヶ
丘
養
護

　

三
沢
老
人
ホ
ー
ム
や
晴
ヶ
丘
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
空
室
や
宿
直
室
に
泊
ま
っ
て

老
人
ホ
ー
ム
の
空
室
や
宿
直
室
に
泊
ま
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
安
い
ホ
テ
ル
を
紹
介
し
な

い
た
だ
い
た
り
、
安
い
ホ
テ
ル
を
紹
介
し
な

が
ら
就
職
先
や
ア
パ
ー
ト
を
探
し
ま
し
た
。

が
ら
就
職
先
や
ア
パ
ー
ト
を
探
し
ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
を
通
し

　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
を
通
し

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
た
り
、
支
援
相
談

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
た
り
、
支
援
相
談

員
と
一
緒
に
﹁
食
・
住
・
職
﹂
の
相
談
、
ま

員
と
一
緒
に
﹁
食
・
住
・
職
﹂
の
相
談
、
ま

た
今
後
の
生
活
や
心
構
え
等
に
つ
い
て
も
相

た
今
後
の
生
活
や
心
構
え
等
に
つ
い
て
も
相

談
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

談
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

【
困
窮
者
の
宿
が
出
来
ま
す
】

【
困
窮
者
の
宿
が
出
来
ま
す
】

"
今
夜
の
住
む
処
"
を
い
つ
も
探
し
て
奔
走
し

"
今
夜
の
住
む
処
"
を
い
つ
も
探
し
て
奔
走
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
困
窮
者
向
け
の

て
お
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
困
窮
者
向
け
の

宿
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宿
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

津
軽
地
方
の
無
料
低
額
宿
泊
所
に
続
き
、
青

　

津
軽
地
方
の
無
料
低
額
宿
泊
所
に
続
き
、
青

森
県
で
は
二
番
目
の
オ
ー
プ
ン
で
す
。

森
県
で
は
二
番
目
の
オ
ー
プ
ン
で
す
。

　

女
性
専
用
フ
ロ
ア
と
男
性
専
用
フ
ロ
ア
に

　

女
性
専
用
フ
ロ
ア
と
男
性
専
用
フ
ロ
ア
に

分
か
れ
て
お
り
、
玄
関
か
ら
す
べ
て
別
々
に

分
か
れ
て
お
り
、
玄
関
か
ら
す
べ
て
別
々
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
住
む
処
が
な
い

な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
住
む
処
が
な
い

方
に
安
心
し
て
住
ん
で
い
た
だ
き
、
最
長
一

方
に
安
心
し
て
住
ん
で
い
た
だ
き
、
最
長
一

年
間
の
利
用
が
可
能
で
す
。

年
間
の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
間
、
一
緒
に
本
人
の
適
正
に
あ
っ
た

　

そ
の
間
、
一
緒
に
本
人
の
適
正
に
あ
っ
た

仕
事
を
探
し
、
自
立
に
向
け
た
日
常
の
訓
練

仕
事
を
探
し
、
自
立
に
向
け
た
日
常
の
訓
練

を
し
て
い
き
ま
す
。

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
時
進
行
と
し
て
、生
活
困
窮
者
、高
齢
者
、

　

同
時
進
行
と
し
て
、生
活
困
窮
者
、高
齢
者
、

障
害
者
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
世
帯
等
の
住

障
害
者
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
世
帯
等
の
住

宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
ア
パ
ー
ト
や
施

宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
ア
パ
ー
ト
や
施

設
を
探
す
な
ど
の
居
住
支
援
も
行
っ
て
い
き

設
を
探
す
な
ど
の
居
住
支
援
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

〈
サ
ー
ビ
ス
内
容
〉　

〈
サ
ー
ビ
ス
内
容
〉　

入
居
者
が
希
望
す
る
場
合
、
次
の
サ
ー
ビ
ス

入
居
者
が
希
望
す
る
場
合
、
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

を
提
供
し
ま
す
。

(1)(1)
専
用
に
よ
る
居
室
の
利
用

専
用
に
よ
る
居
室
の
利
用

(2) (2) 
共
用
に
よ
る
炊
事
設
備
、
洗
面
所
、
便
所
、

共
用
に
よ
る
炊
事
設
備
、
洗
面
所
、
便
所
、

浴
室
、
洗
濯
場
、
食
堂
の
利
用

浴
室
、
洗
濯
場
、
食
堂
の
利
用

(3)(3)
入
浴
の
機
会
の
提
供

入
浴
の
機
会
の
提
供

　
提
供
時
間
　

　
提
供
時
間
　
1818
時
〜
時
〜
2020
時時

(4) (4) 
食
事
の
提
供

食
事
の
提
供

　
朝
食
提
供
時
間
　

　
朝
食
提
供
時
間
　

77
時
〜
時
〜
88
時時

　
※
ご
飯
の
み

　
※
ご
飯
の
み

　
夕
食
提
供
時
間
　

　
夕
食
提
供
時
間
　
1717
時時
3030
分
〜
分
〜
1919
時時

※
昼
食
は
、
必
要
時
に
提
供
致
し
ま
す
。

※
昼
食
は
、
必
要
時
に
提
供
致
し
ま
す
。

(5)(5)
金
銭
管
理

金
銭
管
理

(6) (6) 
一
日
に
つ
き
お
お
む
ね
一
回
以
上
、
居
室

一
日
に
つ
き
お
お
む
ね
一
回
以
上
、
居
室

訪
問
等
に
よ
る
入
居
者
の
状
況
の
確
認

訪
問
等
に
よ
る
入
居
者
の
状
況
の
確
認

(7) (7) 
入
居
者
が
利
用
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

入
居
者
が
利
用
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
福
祉
事
務
所
、
医
療
機
関
そ
の
他
関

者
、
福
祉
事
務
所
、
医
療
機
関
そ
の
他
関

係
機
関
等
と
の
連
絡
調
整

係
機
関
等
と
の
連
絡
調
整

(8)(8)
入
居
者
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
助
言

入
居
者
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
助
言

(9)(9)
そ
の
他
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
た
支
援

そ
の
他
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
た
支
援

※※
(5)(5)
の
金
銭
管
理
は
、
別
に
定
め
る
「
金
銭

の
金
銭
管
理
は
、
別
に
定
め
る
「
金
銭

管
理
規
程
」
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

管
理
規
程
」
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

青
森
県
二
か
所
目
の
開
設

青
森
県
二
か
所
目
の
開
設
‼‼

年３回発行
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（2）　第73号

令和 4 年 2 月 9 日付令和 4 年 2 月 9 日付
青森県報より抜粋青森県報より抜粋

令和４年２月９日付令和４年２月９日付
青森県報より抜粋青森県報より抜粋

居室使用料居室使用料 １か月につき１か月につき２８，０００円２８，０００円　（１日あたり　（１日あたり９３３円９３３円））

共益費共益費 １か月につき　１か月につき　５，５００円５，５００円　（１日あたり　（１日あたり１８３円１８３円））

光熱水費光熱水費
１か月につき１か月につき１０，０００円１０，０００円　（１日あたり　（１日あたり３３３円３３３円））

（冬期間 11 月～３月までの期間は共有部分の暖房費として別途料金（冬期間 11 月～３月までの期間は共有部分の暖房費として別途料金
５，０００円５，０００円がかかります）がかかります）

食費食費 １食につき、朝食１食につき、朝食２００円２００円（ご飯のみ）、夕食（ご飯のみ）、夕食５５０円５５０円
※昼食は、必要時に提供いたします。※昼食は、必要時に提供いたします。

日用品費日用品費 １か月につき　１か月につき　２，０００円２，０００円　（１日あたり　（１日あたり６７円６７円））

基本サービス費基本サービス費 １か月につき１か月につき１４，０００円１４，０００円　（１日あたり　（１日あたり４６６円４６６円））

１か月に満たない期間の利用料については、１か月に満たない期間の利用料については、１か月を３０日として１か月を３０日として
日割計算した額日割計算した額とします。とします。

利用料

居
住
支
援
法
人

県
内
四
法
人
目

指
定
さ
れ
る

　

こ
の
度
、
六
月
開
設
予
定
で
あ
り
ま
す
無
料

　

こ
の
度
、
六
月
開
設
予
定
で
あ
り
ま
す
無
料

低
額
宿
泊
所
「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

低
額
宿
泊
所
「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

三
沢
」
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

三
沢
」
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
天
間
と
申
し
ま
す
。

た
天
間
と
申
し
ま
す
。

　

無
料
低
額
宿
泊
所
は
生
活
困
窮
者
を
対
象

　

無
料
低
額
宿
泊
所
は
生
活
困
窮
者
を
対
象

に
、
一
時
的
に
滞
在
す
る
施
設
で
、
滞
在
期
間

に
、
一
時
的
に
滞
在
す
る
施
設
で
、
滞
在
期
間

は
一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

は
一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
今
後
、
生
活
困
窮
者
の
「
住
ま
い
」
と

　

ま
た
今
後
、
生
活
困
窮
者
の
「
住
ま
い
」
と

し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
住
宅
も
開
設
し
て
支
援
し

し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
住
宅
も
開
設
し
て
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
入
居
者
へ
の

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
入
居
者
へ
の

支
援
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

支
援
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
す
。

　

居
住
支
援
法
人
と
は
、
新
し
い
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
、
住
宅
確
保
要

配
慮
者
、
当
法
人
で
は
低
額
所
得
者
、
被
災

者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
供
養
育
世
帯
、

外
国
人
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
者
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
、
更
生
保
護
対
象
者
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
援
助
を
受
け
て
い
る
者

の
民
間
賃
貸
住
宅
や
無
料
低
額
宿
泊
所
等
へ

の
円
滑
な
入
居
の
促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
に
対
し
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入

居
に
係
る
住
宅
情
報
の
提
供
・
相
談
、
見
守

り
な
ど
の
生
活
支
援
等
を
実
施
す
る
法
人
と

し
て
、
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
付
で
青
森

県
よ
り
指
定
を
受
け
、
県
内
で
は
四
番
目
と

な
り
ま
す
。

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
や

無
料
低
額
宿
泊
所
等
へ
の
入
居
に
関
す
る
情

報
提
供
や
相
談
、
見
守
り
等
の
生
活
支
援
な

ど
円
滑
な
入
居
へ
の
促
進
や
三
沢
市
、
六
戸

町
、
お
い
ら
せ
町
の
不
動
産
業
者
等
と
の
連

携
を
図
る
と
共
に
、
関
係
行
政
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
強
化
し
、
ま
た
情

報
の
共
有
・
協
働
し
て
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
・
三
沢

　

セ
ン
タ
ー
・
三
沢

施
設
長

施
設
長

天
間　

章
二

天
間　

章
二



（3）　第73号

相
　談
　受
　付

入
　口

SWセンター

一般住宅

一
　時
　的

緊
　急

住宅確保要配慮者
・見守り支援
・支援サービス
・個別支援計画
・（自立）就労他

【
目
的
】

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
（
住

宅
確
保
用
配
慮
者
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住

宅
等
）
へ
の
円
滑
な
入
居
を
促
進
す
る
た
め
の

取
組
等
を
実
施
致
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

当
会
に
お
け
る
支
援
業
務
の
対
象
と
す
る
住

宅
確
保
要
配
慮
者
は
、
低
額
所
得
者
、
被
災
者
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
育
て
世
代
、
外
国
人
、

虐
待
を
受
け
た
も
の
、
被
害
者
、
更
生
保
護
対

象
者
、
そ
の
他
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
援
助
を
受
け
て
い
る
者
と
致
し
ま
す
。

【
支
援
業
務
】

⑴　

入
居
相
談
・
支
援･･･

三
沢
市
、
六
戸
町
、

に
お
住
い
の
入
居
相
談
や
賃
貸
契
約
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑵　

居
住
確
保
・
支
援･･･

三
沢
市
内
に
不
動

産
業
者
と
連
携
を
組
ん
だ
住
居
の
物
件
が

あ
り
、
居
住
確
保
の
た
め
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

⑶　

保
証
人
・
代
行
の
紹
介･･･

必
要
に
応
じ

保
証
人
の
紹
介
や
代
行
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

⑷　

緊
急
連
絡
先
引
受･･･

緊
急
時
対
応
が
可

能
で
す
。

⑸　

家
賃
債
務
保
証･･･

家
賃
債
務
保
証
会
社

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

⑹　

生
活
相
談
・
支
援･･･

日
常
生
活
や
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や

弁
護
士
へ
の
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

⑺　

見
守
り
支
援
（
電
話
）･･･

電
話
に
よ
る

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

⑻　

金
銭
・
財
産
管
理
支
援･･･

要
望
に
応
じ

契
約
し
て
支
援
し
ま
す
。

⑼　

見
守
り
支
援
（
訪
問
）･･･

要
望
に
応
じ

24
時
間
対
応
の
ソ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

⑽　

家
財
・
遺
品
整
理
支
援･･･

必
要
に
応
じ

対
応
致
し
ま
す
。

⑾　

死
後
事
務･･･
弁
護
士
へ
の
相
談
、
行
政

へ
の
手
続
き
・
関
係
者
へ
の
連
絡
な
ど
対

応
致
し
ま
す
。
又
当
会
に
は
お
墓
が
あ
り

埋
葬
・
納
骨
等
対
応
致
し
ま
す
。

居
住
支
援
法
人
　
事
業
計
画

居
住
支
援
法
人
　
事
業
計
画
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基幹相談支援センターの役割のイメージ

⑤権利擁護のために必要な援助
●成年後見制度利用支援事業の実施
●障害者に対する虐待を防止するための取組
※障害者虐待防止センターを兼ねることができ
る。

⑩地域移行・地域定着の促進の取組
●障害者支援施設や精神科病院等への地域
移行に向けた普及啓発
●地域生活を支えるための体制整備に係る
コーディネート

⑨地域の相談支援体制の強化の取組

①福祉サービスの利用援助（情報提供、相談等）
②社会資源を活用するための支援（各種支援施策に関する助言・指導
等）
③社会生活力を高めるための支援
④ピアカウンセリング
⑥権利の擁護のために必要な援助
⑦専門機関の紹介
⑧総合的・専門的な相談支援の実施

総合相談・専門相談

相談支援専門員 介護支援専門員 社会福

祉士 精神保健福祉士 など

指定特定相談支援事業所

指定一般相談支援事業所

指定障害児相談支援事業所

地域の相談支援体制の強化の取組

地域移行・地域定着の促進の取組

入所施設

精神科病院等

権利擁護・虐待の防止

基幹相談支援センター

連
携

指
導
・
助
⾔

地域生活支援拠点機能部分

⑪地域生活支援拠点等の運用

医療的ケア児等コーディネーター

強度行動障害支援者

親なき後コーディネーター など

三沢市障害者支援協議会

市内の相談支援体制の整備状況やニーズ

等を勘案し、配置する専門的職員について

協議 ⇒ 事業実施計画の作成・2年ごとの

見直し

三沢市医療的ケア児コーディネート事業フロー図

基幹相談支援
センター

医療的ケア児
コーディネーター
（医療職系１）

医療的
ケア児
家 族

①新規相談
情報提供

医療的ケア児
コーディネーター
（福祉職系２）

三沢市障害福祉課

②派遣調整・
派遣依頼

医 療

保 健

福 祉

教 育

労 働

医療的ケア児
コーディネーター
（医療職系２）

医療的ケア児
コーディネーター
（福祉職系１）

③訪問等支援
（情報提供・
助言・関係機関
への紹介等）

③訪問等支援
（情報提供・
助言・関係機関
への紹介等）

連
携

⑤情報交換及び症例検討会議開催
困難事例等への対応
問い合わせへの対応

⑥関係機関等による協議の場開催
（障害者支援協議会子ども部会）

④活動報告④
報
告

連絡調整・連携
支援・助言

連携

健康推進課・子育て支援課
学校教育課

情報交換及び症例検討会、関係
機関等への協議の場への出席

連携

　

療
育
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ス
は
、

三
沢
市
と
協
議
を
重
ね
、
団
体
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
機
関
と
し
て
、
令
和
三
年
四
月

か
ら
青
森
県
初
の
障
害
者
相
談
支
援
施
設
「
三

沢
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業
委
託

を
受
け
、
設
置
致
し
ま
し
た
。

　

経
験
の
あ
る
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
等
の
専
門
職
員
を
配
置
し
、
身
体
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
、
障
害
児
、
難
病
、

高
齢
障
害
者
、
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
方
、

生
活
困
窮
者
、
生
活
保
護
受
給
者
等
の
相
談
・

支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
、
各
種

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法
や
相

談
援
助
、
社
会
資
源
を
開
発
し
、
障
害
種
別

に
こ
だ
わ
ら
ず
運
営
を
行
う
こ
と
が
主
な
役

割
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
沢
市
の
課
題
と
し
て
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
方
や
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
、

触
法
障
害
者
等
の
生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
方
、
重
度
障
害
か
ら
就
労
の
促
進
が
で
き

な
い
方
、
社
会
資
源
の
偏
在
等
、
八
〇
五
〇

問
題
や
高
齢
障
害
者
や
親
亡
き
後
問
題
、
引

き
こ
も
り
な
ど
の
複
雑
化
し
た
課
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
課
題
を
自
立
支
援

協
議
会
で
議
論
し
、
解
決
す
べ
き
地
域
課
題

を
明
確
化
し
た
う
え
で
、
三
沢
市
障
害
福
祉

計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

　

令
和
四
年
四
月
か
ら
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
の
一
環
と
し
て
、
新
規
事
業
「
医

療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
数
少
な
い
取
り
組
み
で
す
。

在
宅
生
活
で
日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
児
童
「
医
療
的
ケ
ア
児
」
と
ご
家
族
を
総

合
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
人
工
呼
吸
器
の
管

理
、
気
管
切
開
に
伴
う
喀
痰
吸
引
、
鼻
腔
、

胃
ろ
う
か
ら
の
経
管
栄
養
、
自
己
導
尿
な
ど
、

日
常
的
に
医
療
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
へ

の
支
援
で
す
。

　

今
年
度
三
沢
市
で
は
、
市
内
在
住
の
医
療

的
ケ
ア
児
六
名
を
事
業
対
象
者
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

新
規
事
業
で
は
市
内
で
、
医
療
的
ケ
ア
児

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
修
了
者
が
い

る
相
談
支
事
業
所
二
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
三
事
業
所
が
市
と
の
委
託
契
約

を
結
び
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
医
療
的
ケ
ア
児

や
そ
の
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
入
院
時

か
ら
在
宅
生
活
に
入
る
ま
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
へ
の
参
加
等
、
在
宅
生
活
開
始
に
向
け

た
支
援
を
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

三
沢
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
相
談
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

ら
な
い
人
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
各
機
関

と
協
力
し
て
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
立

ち
上
げ
か
ら
一
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

思
う
よ
う
な
活
動
が
行
え
て
い
な
い
現
状
で

も
あ
り
ま
す
が
、
支
援
が
必
要
な
方
々
の
日

常
の
生
活
を
支
え
、
声
な
き
声
を
、
聞
き
逃

さ
な
い
よ
う
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
で
医
療
行
為
が
必

要
で
、
保
護
者
が
付
き
添
う
必
要
が
あ
る
児

童
に
対
し
て
、
契
約
を
結
ん
だ
訪
問
看
護
師

を
派
遣
、
医
療
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
や

ご
家
族
に
対
し
て
の
「
レ
ス
パ
イ
ト
業
務
」

も
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
は
、医
療
・
福
祉
・

公
的
機
関
、
学
校
な
ど
の
他
職
連
携
が
不
可

欠
で
す
。
児
童
と
ご
家
族
が
困
っ
た
時
に
相

談
で
き
、
安
心
し
て
地
域
生
活
が
送
れ
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
沢
市
基
幹

三
沢
市
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
‼‼

医
療
的
ケ
ア
児

医
療
的
ケ
ア
児

 

総
合
支
援
事
業
を
展
開

総
合
支
援
事
業
を
展
開
‼‼



（5）　第73号

　

令
和
四
年
四
月
六
日
（
金
）
一
六
時
よ
り
、

青
森
会
場
は
つ
た
や
会
館
、
東
京
会
場
は
世
田

谷
希
望
丘
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
今
年
度
の
入
社

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
【
青
森
会
場
】

　

青
森
県
内
拠
点
で

は
、
四
名
の
新
入
職
員

を
迎
え
て
の
入
社
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
青
森
と
東
京

の
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
、お
ご
そ
か
に
、

新
鮮
な
心
持
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ダ
ブ
ル
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ダ
ブ
ル
開
催
‼‼

 
令
和
四
年
度

令
和
四
年
度 

入
社
式

入
社
式

【
東
京
会
場
】

　

令
和
四
年
四
月
六
日
、
晴
れ
渡
る
青
空
の
も

と
世
田
谷
拠
点
で
は
日
本
人
二
名
、
ベ
ト
ナ
ム

人
四
名
の
新
入
職
員
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
最
初
は
彼
女
た
ち
も
や
や
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
辞
令
を
受
け
取
る
姿
は
と

て
も
凛
々
し
く
、
楽
晴
会
へ
の
熱
い
想
い
が
伺

え
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
残

念
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
入
社
式
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
式
を
終
え

た
後
は
青
森
の

方
々
が
画
面
越

し
に
手
を
振
っ

て
く
だ
さ
り
、

離
れ
て
い
て
も

心
が
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
を
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

緊
張
や
不
安
も

あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
知

識
と
経
験
を
現

場
で
活
か
せ
る

よ
う
職
員
一
同

全
力
で
応
援
し

て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。

（
照
井
）

東京拠点入社式　合同開催‼東京拠点入社式　合同開催‼
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「
Ｋ
Ａ
ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ
」
は
厚
生
労
働

省
が
主
導
す
る
「
介
護
施
設
等
に
お
け
る
生

産
性
向
上
に
資
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
の
一
つ

で
あ
る
、「
介
護
魅
力
発
信
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
今
回
は
、
世
田
谷
区
内
の
介
護
職
員
を

世
界
的
ク
リ
エ
ー
タ
ー
で
あ
る
マ
ン
ジ
ョ
ッ
ト
・

ベ
デ
ィ
氏
が
撮
影
し
、
二
〇
二
二
年
五
月
三
日

に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
田
谷
希
望

丘
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
で
あ
る
イ
エ
ン
さ
ん
と

ハ
ー
さ
ん
が
写

真
撮
影
に
参
加

し
ま
し
た
。
次

号
で
詳
し
く
ご

紹
介
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

（
舘
林
）

地
域
防
災
訓
練
参
加
！

地
域
防
災
訓
練
参
加
！

消
防
表
彰

消
防
表
彰

【
松
原
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

【
松
原
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
来
日
！

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
来
日
！

世
田
谷
希
望
丘
ホ
ー
ム
の
新
し
い
仲
間
と
な

る
Ｖ
Ｏ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
（
ボ
ー　

コ
ン　

ド
ゥ
ッ
ク
）
さ
ん
が
来
日
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
二
年

遅
れ
て
の
来
日
で
す
。
世
田
谷
希
望
丘
ホ
ー

ム
で
働
き
な
が
ら
日
本
語
学
校
や
福
祉
専

門
学
校
に
通
い
、
卒
業
後
は
楽
晴
会
の
正
職

員
と
な
る
予
定
で
す
。
留
学
生
と
し
て
来
日

し
、
今
年
楽
晴
会
の
正
職
員
と
な
っ
た
ベ
ト

ナ
ム
人
の
先
輩
に
は
、
介
護
福
祉
士
試
験
に

合
格
し
た
方
も
い
ま
す
。

ド
ゥ
ッ
ク
さ
ん
に
も
大
き

な
花
が
咲
く
こ
と
を
願
い
、

私
達
と
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

（
川
尻
）

　

二
〇
二
二
年
三
月
二
十
六
日　

葭
根
会
主

催
防
災
訓
練
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

桜
が
満
開
の
中
、
葭
根
会
の
皆
様
と
東
京

都
消
防
庁
の
方
々
が
、
地
域
の
防
災
に
深
く

関
わ
り
力
を
注
が
れ
て
お
ら
れ
る
訓
練
で
あ

り
ま
し
た
。
福
祉
避
難
所
で
も
あ
る
施
設
と

し
て
今
後
の
地
域
防
災
の
為
、
役
割
を
持
ち
、

地
域
貢
献
へ
の
思
い
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
対
策
も
あ
り
ご
入
居
者

様
の
参
加
は
見
送
り
ま
し
た
が
、
機
会
を
見

て
共
に
参
加
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

（
丸
山
）

　

令
和
四
年
二
月
四
日
午
前
八
時
頃
に
、

松
原
町
内
で
発
生
し
た
車
両
火
災
に
際

し
、
松
原
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
災
害
の
拡
大
防
止
に
協
力
し
た
と

し
て
、
三
沢
市
消
防
本
部
よ
り
表
彰
状

と
災
害
に
備
え
る
防
災
バ
ッ
ク
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
消

防
訓
練
な
ど
で
確
認
し
て
い
ま
す
が
、い

ざ
実
際
の
火
災
を
目
の
前
に
し
て
冷
静

に
対
処
す
る
の
は
中
々
難
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
松
原
コ
ラ
ボ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
行

動
を
誇
り
に

思
う
と
共
に
、

今
後
も
地
域

活
動
へ
の
貢

献
と
防
災
意

識
の
向
上
に

努
め
て
参
り

ま
す
。

Ｋ
Ａ
ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｋ
Ａ
ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ

ナ
ム
人
の
先
輩
に
は
、
介
護
福
祉
士
試
験
に
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障
害
者
就
労
ト
ラ
イ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ス

　

三
月
一
日
～
二
日

　

七
戸
養
護
学
校　

高
等
部
三
年
生
一
名

︽
福
祉
教
育
︾

〔
令
和
三
年
十
二
月
～
令
和
四
年
三
月
〕

　
︵
実
習
生
・
小
中
学
校
受
入
れ
・
講
演
等
︶

　

令
和
四
年
二
月
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
、
楽

晴
会
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
三
陸
沖
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
一

年
が
経
過
し
、
震
災
の
教
訓
を
元
に
防
災
意
識

の
向
上
と
災
害
に
強
い
地
域
福
祉
を
め
ざ
す
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
に
対
し
、
こ
の
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

上
十
三
地
区
老
人
施
設
協
会
（
会
長
野
田
博
之

氏
）
の
後
援
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
上
十
三
地

区
老
人
施
設
協
会
野

田
会
長
を
お
招
き
し

開
会
の
ご
挨
拶
を
頂

き
、
こ
れ
ま
で
の
自
然

災
害
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。

◆　

第
一
部　

◆

テ
ー
マ
﹁
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
振
り
返
る
﹂

三
沢
市
防
災
課
前
課
長　

種
市　

俊
之
氏

　

三
沢
市
内
に
お
い
て

の
災
害
状
況
及
び
被
害

状
況
が
ス
ラ
イ
ド
で
報

告
さ
れ
、
災
害
に
対
す

る
行
政
と
し
て
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
ご
報
告

を
頂
き
ま
し
た
。

◆　

第
二
部　

◆

テ
ー
マ
﹁
こ
れ
ま
で
の
災
害
支
援
と
災
害
に

強
い
福
祉
を
目
指
し
て
﹂

①
東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
支
援
活
動　
　

晴
ヶ
丘
老
人
ホ
ー
ム
園
長
補
佐　

中
平
智
弘

　

青
森
県
老
人
福
祉
施
設
協
会
の
被
災
地
派
遣
を

振
り
返
り
、
支
援
は
ほ
ぼ
一
日
中
、
食
事
介
助
や

入
浴
介
助
等
を
行
う
。
そ
の
活
動
の
中
で
感
じ
た

相
互
扶
助
と
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
を
感

じ
取
り
組
ん
だ
実
践
活
動
報
告
。（
支
援
期
間:

２
０
２
２
・
５
・
15
〜
５
・
23
）

②
西
日
本
豪
雨
Ｄ
︲
Ｃ
Ａ
Ｔ
で
の
活
動

ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
青
空

所
長　

月
舘
健
司

　

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
岡
田
小
学
校
で
の
要
配

慮
者
の
支
援
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
避
難
所
で

の
支
援
経
過
デ
ー
タ
化
、
避
難
所
で
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
開
設
等
に
つ
い
て
調
査
活
動
報
告
。（
活
動

期
間
２
０
１
８
・
８
・
12
〜
８
・
17
）

③
法
人
内
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

実
施
報
告

　

こ
の
調
査
で
は
災
害
に
関
す
る
「
ご
家
庭
等
に

お
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」・「
職
場
に
お
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
、
計
二
〇
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

そ
の
調
査
内
容
よ
り
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ご
家
庭
等
に
お
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

①
あ
な
た
の
身
近
な
避
難
所
は
わ
か
り
ま
す
か

「
理
解
し
て
い
る
」
82
％
、

「
理
解
し
て
い
な
い
」
18
％

②
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
か

「
参
加
し
て
い
る
」
8
％
、

「
参
加
し
て
い
な
い
」
92
％

◆　

第
三
部　

◆

テ
ー
マ
﹁
変
化
す
る
気
候
と
気
象
災
害
﹂

青
森
朝
日
放
送
報
道
部　

気
象
予
報
士

防
災
士　

石
塚　

絵
里
子
氏

　

約
二
〇
〇
年
前
の
地
球
と
今
現
在
の
地
球

を
比
較
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
影
響
に
よ
る

二
十
一
世
紀
末
の
気
温
の
予
想
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
県
内
各
地
で
発
生
し
た
自
然
災
害
を
報

道
し
た
映
像
を
交
え
、
あ
ら
た
め
て
自
然
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
頂
き
ま
し
た
。

三
沢
拠
点

【
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
】

十
二
月
二
十
一
日

お
客
様
忘
年
会

一
月
二
十
一
日

お
客
様
新
年
会

二
月
三
日

節
分

三
月
三
日

ひ
な
祭
り

【
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】

十
二
月
二
十
二
日

ク
リ
ス
マ
ス
会

一
月
十
五
日

も
ち
つ
き

二
月
三
日　

豆
ま
き

三
月
九
日　

ひ
な
祭
り
料
理
ク
ラ
ブ

松
園
拠
点

十
二
月
八
日　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
42
出
張
カ
フ
ェ

≪

各
拠
点
日
報

≪

〔
令
和
三
年
十
二
月
～
令
和
四
年
三
月
〕

拠点名 事業所名 個人 団体 計

大町 ソーシャルワークセンター 17 0 17

晴ヶ丘
晴ヶ丘老人ホーム 0 5 5

はるが丘デイサービスセンター 5 0 5

三沢 三沢老人ホーム 36 23 59

緑ヶ丘児童 緑ヶ丘児童デイサービスセンター 12 0 12

計 70 28 98

令和 3年度ボランティア受入状況令和 3年度ボランティア受入状況
2021 年 12 月～ 2022 年 3月2021 年 12 月～ 2022 年 3月

楽
晴
会
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２

楽
晴
会
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２

「
教
訓
を
未
来
の
防
災
へ
　
命
を
守
る
活
動
」

「
教
訓
を
未
来
の
防
災
へ
　
命
を
守
る
活
動
」

法
人
災
害
対
策
室
　
主
幹
　
種
市
　
博
幸

法
人
災
害
対
策
室
　
主
幹
　
種
市
　
博
幸
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≪

御
寄
贈
御
礼

≪

〔
令
和
三
年
十
二
月
～
令
和
四
年
三
月
〕

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
光
昌
寺
様　

お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
団
子

・
高
橋
鉄
蔵
様　

大
根
、
長
芋
、
ご
ぼ
う

・
藤
田
優
子
様　

ひ
な
人
形

・
對
馬
恵
美
子
様　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
一
式

・�

三
沢
市
東
部
地
区 

民
生
委
員 

児
童
委
員
様　

�

タ
オ
ル
一
式

こ
ど
も
宅
食
へ
の
ご
寄
贈
品

・
東
管
工
業
株
式
会
社
様	

野
菜
、米

・
日
本
原
燃
株
式
会
社
様　
　

非
常
食
セ
ッ
ト

・
有
限
会
社
番
澤
石
材
店
様　

　
�

野
菜
、ジ
ュ
ー
ス
、米
、食
品

・
森
野
千
亜
紀
様	

衣
類
、日
用
品

・
谷
口
徳
子
様	

日
用
品
、食
品

・
中
野
渡
綾
子
様	

お
菓
子
、食
品

・
向
山
友
美
様	

食
品

・�み
ち
の
く
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
様

�
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、炭
酸
飲
料
他

・
織
笠
祥
子
様	
衣
類
、食
品

・
竹
の
子
保
育
園
様　
　

食
品
、日
用
品

・
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
様　

日
用
品
、食
品
他

〔
令
和
三
年
十
二
月
～
令
和
四
年
三
月
〕

【
松
園
ケ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
・
ス
カ
イ
】

十
二
月
二
十
日　

三
沢
基
地
チ
ャ
ペ
ル

�

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
流

三
月
十
日　

ミ
ニ
運
動
会

【
松
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ス
カ
イ
】

十
二
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日　

忘
年
会　

一
月
十
四
日
～
十
五
日　

小
正
月
（
繭
玉
作
り
）

【
松
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ス
カ
イ
】

一
月
十
四
日　

小
正
月
（
繭
玉
作
り
）

二
月
二
日　

節
分

 

岡
三
沢
拠
点 

（
ぬ
く
も
り
・
コ
ラ
ボ
合
同
）

十
二
月
二
十
二
日　

忘
年
会

二
月
十
八
日　

ス
イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ

 

栄
町
拠
点 

【
栄
町
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

【
栄
町
ぬ
く
も
り
の
家
】

十
二
月
十
六
日　

も
ち
つ
き
会

十
二
月
二
十
四
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

一
月
三
日　

書
初
め

一
月
二
十
四
日　

新
年
会
・
職
員
親
睦
会

二
月
三
日　

節
分
行
事

 

松
原
拠
点 

【
松
原
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

一
月
十
四
日　

小
正
月
行
事

二
月
五
日　

節
分
行
事

三
月
三
日　

ひ
な
祭
り
行
事

【
松
原
ぬ
く
も
り
の
家
】

一
月
十
五
日　

小
正
月
行
事

二
月
三
日　

節
分
行
事

三
月
三
日　

ひ
な
祭
り
行
事

 

大
津
拠
点 

十
二
月
二
十
二
日　

大
津
ク
リ
ス
マ
ス
会

一
月
十
九
日　

初
釜

三
月
十
六
日　

ミ
ニ
運
動
会

 

堀
口
児
童
拠
点 

十
二
月
十
一
日　

年
賀
状
製
作

十
二
月
十
八
日　

不
審
者
想
定
避
難
訓
練

十
二
月
二
十
四
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
二
十
五
日　

誕
生
会

一
月
五
日　

書
初
め

一
月
十
一
日
～
十
三
日　

グ
ル
メ
ツ
ア
ー

一
月
十
五
日　

地
震
想
定
避
難
訓
練

一
月
二
十
二
日　

誕
生
会

一
月
二
十
九
日　

焼
き
そ
ば
づ
く
り

二
月
五
日　

恵
方
巻
づ
く
り

二
月
二
十
六
日　

火
災
想
定
避
難
訓
練

三
月
五
日　

ち
ら
し
寿
司
づ
く
り

三
月
十
九
日　

誕
生
会

三
月
二
十
六
日　

保
護
者
茶
話
会

 
車
返
団
地
拠
点 

【
車
返
団
地
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】

十
二
月
二
十
日
～
二
十
四
日　

�

ク
リ
ス
マ
ス
会
～
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
～

三
月
二
十
九
日
～
三
月
三
十
一
日

�

桜
花
見
レ
ク
（
四
月
一
日
ま
で
実
施
）

【
車
返
団
地
コ
ラ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

十
二
月
二
十
三
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

二
月
三
日　

節
分

�

他
毎
月
、
お
楽
し
み
食
事
会
を
実
施

・
新
田
一
夫
様　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

・
世
田
谷
区
高
齢
福
祉
課
様 

マ
ス
ク

・�

東
京
都
福
祉
保
健
局
様　

　

�

不
織
布
防
災
ガ
ウ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
、
他

・
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
様 

ゴ
ー
グ
ル

・�

世
田
谷
区
高
齢
福
祉
部
様　

�

使
い
捨
て
手
袋
、
不
織
布
マ
ス
ク

・
久
光
製
薬
様　

ク
ー
ル
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト

・
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
様

�

不
織
布
マ
ス
ク
、
ガ
ウ
ン

・フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
株
式
会
社
様　
　

食
品

・
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
様　

米

・
東
北
フ
ァ
ー
ム
様　
　

卵

・
有
限
会
社
川
守
田
パ
ン
様	

菓
子
パ
ン

・
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
様
、お
よ
び

  

青
森
県
民
生
活
協
同
組
合
様　

�

食
品
、日
用
品
他

・
蒔
田　

裕
仁
様	

ジ
ャ
ー
ジ
、本

・
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
様　

食
品
他

・
堀
憲
一
様	

も
ち
米

・
小
武
家
様	

食
品

・
階
上
キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式
会
社
様　

�

冷
凍
食
品
、パ
ス
タ
ソ
ー
ス
他

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ク
ロ
ー
バ
ー
様　
マ
ス
ク

・
浜
三
沢
保
育
園
様　

オ
ム
ツ

・ロ
ー
ソ
ン
様	

炭
酸
飲
料

・
住
友
化
学
株
式
会
社
様　
非
常
食
、洗
濯
洗
剤

・
小
笠
原
浩
子
様	

文
房
具

・イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
様	

食
品

・
林
正
樹
様	

パ
ス
タ
、パ
ス
タ
ソ
ー
ス

・�み
ち
の
く
銀
行
三
沢
支
店
様　

食
品
、日
用
品
他

・
安
藤
様　

野
菜
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

・
田
中
啓
子
様	

食
品

・
田
面
木
る
り
子
様　
　

米

・
楽
晴
会
職
員
一
同　

食
品
、日
用
品
他

・
楽
晴
会�

お
菓
子
、文
房
具
、食
パ
ン
、卵

　
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
様
か
ら
配
布
さ
れ

ま
し
た
「
感
染
症
対
策
セ
ッ
ト
」
を
、
上
十
三
地

区
老
人
福
祉
施
設
協
会
の
野
田
会
長
よ
り
届
け
て

頂
き
ま
し
た
。

　
い
ま
だ
収
束
が
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
、

引
き
続
き
防
止
意
識
を
高

め
て
参
り
ま
す
。（
種
市
）

【お詫び】
　前号掲載のセーフティーネッ
トあおもり様の所在地及び連
絡先に誤りがありました。正
しくは

〒０３０－０８６１
青森市長島二丁目１９－１１
ＴＥＬ：０１７－７５４－２７１１

です。お詫びして訂正致します。


